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研究成果の概要（和文）：　85歳以上の高齢者は、加齢や認知症のために生存時間の延長がQOLの向上に直接繋がらな
い。かつ一人当たりの後期高齢者医療費の多寡は「入院」による影響が大きい。以上より、終末期にある高齢者への余
命改善のための医療を評価することが必要だと考えた。医療従事者と遺族への調査の結果、病院で死亡する高齢者は「
経口摂取不良・嚥下障害」や社会的な理由による入院が多かった。遺族でも「経口摂取不良・嚥下障害」による入院に
ついての言及が多い点は共通していたが、また病院では「経口摂取不良・嚥下障害」への対応が延命になりやすいこと
も経験していた。

研究成果の概要（英文）：Improvement of prognosis is a priority, even regarding the end-of-life for older 
people in Japan. Tube feeding or percutaneous endoscopic gastrostomy is often provided. But due to aging, 
dementia, and multiple diseases, prolongation of survival time does not lead directly to an improvement 
of QOL of people 85 years old and older. The expected increase of older people with highly medical 
dependency will progress in this further aging society. Thus there is a need to the shift to "medical 
care that does not prolong life" and ‘de-hospitalization’ for oldest-old people at the end-of-life 
stage.
this study, we intend to assess and discuss the medical care for the oldest people in the terminal 
stages, based on interview research of the medical staff and bereaved families.

研究分野：公衆衛生看護学、地域看護学、保健社会学

キーワード： 超高齢者　人工的水分栄養補給　入院　看取り
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１．研究開始当初の背景 

 本邦では高齢者の終末期においても予後

の改善が重視され、胃瘻造設や経管栄養など

の延命治療が終末期にある超高齢者にも行

われてきた。しかし85歳以上の超高齢者は、

加齢による自律機能の低下や認知症、重複疾

患のために生存時間の延長がQOLの向上に直

接繋がらない。日本ではすでに 75 歳以上の

後期高齢者医療費が国民医療費に占める割

合が３割を超え、かつ一人当たりの後期高齢

者医療費の多寡は「入院」による影響が大き

い。今後もさらなる高齢化の進展によって医

療依存度の高い超高齢者の増加が見込まれ

る。以上より、終末期にある高齢者への余命

改善のための医療のあり方を評価すること、

入院によるサービス依存から脱却すること

が必要だと考えられる。 

 

２．研究の目的 

 そこで本研究では、「入院」によって提供

される医療やケアが医療職や遺族からどの

ように評価されているのかを明らかにする

ことを目的として医療従事者と遺族を対象

にインタビュー調査を企画した。ただし、医

療従事者調査は科研費の平成２５年度の大

阪大学総長裁量経費の助成を受けて、先行実

施していたものの分析を行った。 

１）医療従事者調査 

 病院で死亡転帰となった超高齢者の最終

入院の実情の把握するため、看護師を対象に

入院の目的、患者の意識や身体状況、家族や

社会的な背景を含む入院に至る契機を、急性

期病棟、療養病床、老人保健施設などに勤務

する医療従事者に聞き取りを行う、また「病

院死」した特定の事例についてスタッフナー

ス、並びに管理職ナースなど複数の看護職を

対象にしてケアや医療実践の経験について

尋ねた。 

２）遺族調査 

 遺族は、研究代表者や研究分担者の機縁を

通じての家族会での周知と協力依頼、並びに

対象者募集のホームページを作成し、応募者

に対してインタビュー調査を行った。 

 

３．研究の方法 

 インタビューは１人１回、約１時間程度で、

メインインタビュアーとサブインタブアー

複数で行った。医療従事者調査において分析

対象としたのは看護師 29 名・介護職 3 名の

計 31 名である。また遺族は調査協力が得ら

れｔのは 14 名分の語りを、内容別に類型化

してカテゴリー化した。 

 

４．研究成果 

１）医療従事者調査 

 ほとんどの施設で経口摂取が不可能になる

ことが「終末期である・死期が近い」患者の

状態としてもっとも多く語られ、経口摂取の

可否は終末期として判断する指標として共

通していた。また当該施設で死亡した高齢者

が入院・入所した直接の理由は、身体症状の

出現であるが、その中でもとりわけ「経口摂

取不良・嚥下障害」がもっとも多かった。そ

れに続く「肺炎」や「体力低下」、「発熱」も

「経口摂取不良・嚥下障害」との関係が強い

と考えられた。すなわち病院等の施設で死亡

した高齢者は経口摂取の低下、嚥下障害、そ

れに伴う肺炎や体力低下、発熱の治療や対応

のために入院・入所に至るパターンが多いと

いえる。 

 

表１ 看護師が終末期にあると認識する状態 

食欲の低下 
身体的症状の出現 
覚醒不良・意識レベル低下 
浮腫の出現 
血圧低下・呼吸状態の悪化 
体⼒・気⼒の低下・衰弱 
治癒不能の宣告を受けたとき 
尊厳が失われたとき 
死期は判断困難である 
 



表２ 病院等で死亡した高齢者の⼊院・⼊所理由 

身体症状の出現 
疾患の憎悪 
家族の負担 
看取り可・⻑期⼊院可などの施設経営の⽅針 
退院調整 

 

 死亡転帰事例に対する評価としては、「家

族からの感謝や家族の意向に添えたこと」で

おこなった医療提供やケアを「よかった」と

評価している頻度が最も高く、ほとんどの施

設が家族の感謝や意向に添えたことを「よか

った」評価につなげていた。療養、一般、障

害者病棟といった医療保険で医療提供がお

こなわれる施設では延命によって患者の苦

痛を与えた、苦痛の期間を延ばしてしまった

のではないか、患者のためであったのかを疑

問に過剰な医療提供、または家族の意向に添

えたが患者へのケアとしては疑問を残す評

価が比較的多くみられた。患者に積極的な医

療提供をおこなっていない老人保健施設や

ホスピスでは「否定的な評価」は抽出されな

かった。 
 

表３ 死亡転帰事例に対する評価 
 カテゴリー 
肯
定
的 

家族からの感謝や家族の意向に添えたことに
よる評価 
患者の意向を忖度してケアを⾏ったことの達
成感 
臨終時に家族を看取りにまにあわせることが
出来たかどうかによる評価 
臨終時に家族と患者が有意義な時間を過ごせ
たことによる評価 

否
定
的 

家族からの感謝を得られたり家族の意向に添
えたが患者へのケアとしては疑問を残してい
る評価 
過剰な医療提供であったという評価 
 

２）遺族調査 

合わせて 16 名から協力が得られた。調査は

2015 年 11 月から 2016 年 3月まで実施し、デ

ータの整理が整った段階で、分析はこれから

着手するところである。 

人工的水分栄養補給や肺炎に関して、言及さ

れることが多かった。 
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